
【
伝
建
地
区
選
定
の
メ
リ
ッ
ト
】

・
上
条
地
区
の
特
性
を
活
か
し
た
、
統
一
感
の
あ
る
景
観
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
ま
す

・
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
広
ま
り
ま
す

・
地
区
防
災
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
区
の
防
災
能

力
が
向
上
し
ま
す

・
建
物
の
修
理
や
修
景
に
補
助
金
が
支
出
さ
れ
ま
す

・
税
の
減
免
が
図
ら
れ
ま
す

【
伝
建
地
区
選
定
の
デ
メ
リ
ッ
ト
】

・
建
物
の
外
観
の
変
更
（
修
理
、
建
て
替
え
、
増
改
築
な
ど
）

を
行
う
際
に
、
保
存
計
画
で
定
め
る
「
許
可
基
準
」
に
合
わ

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す

・
許
可
基
準
は
、
保
存
地
区
内
の
す
べ
て
の
建
物
が
対
象
と
な

り
ま
す

・
歴
史
的
な
景
観
や
風
景
（
歴
史
的
風
致
）
と
の
調
和
を
図
る

こ
と
が
許
可
の
基
準
と
な
り
ま
す

※
許
可
基
準
に
つ
い
て
は
、
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
か
ら

と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
適
合
さ
せ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

建
て
替
え
な
ど
の
際
に
、
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
改
善

を
促
し
ま
す
。

伝
統
的
建
造
物
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
中
核
と
な
る
の
は
、
「
伝
統

的
建
造
物
」
で
す
。

伝
統
的
建
造
物
は
、
上
条
地
区
の
伝
統
を
伝
え
る
歴
史
的
な

建
築
物
（
保
存
計
画
案
で
は
昭
和
初
期
ま
で
に
建
て
ら
れ
た
も

の
と
し
て
い
ま
す
）
の
う
ち
、
将
来
に
わ
た
っ
て
保
存
し
て
い

く
こ
と
に
つ
い
て
所
有
者
の
同
意
を
得
ら
れ
た
も
の
を
い
い
、

「
特
定
物
件
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
特
定
物
件
と
同
一
時
代
・

様
式
の
建
築
物
で
も
、
所
有
者
の
同
意
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、

そ
れ
は
「
伝
統
的
建
造
物
以
外
の
建
造
物
」
で
す
。

上
条
報告
第６４号
平成２６年９月

甲州市教育委員会

☎32‐5097

平
成
二
十
六
年
八
月
十
八
日
（
月
）
に
、
甲
州
市
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
保
存
条
例
に
基
づ
き
、
保
存
審
議

会
の
委
嘱
式
な
ら
び
に
第
一
回
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

保
存
審
議
会
の
委
員
は
、
「
学
識
経
験
者
」
「
関
係
行
政

機
関
の
職
員
」「
関
係
地
域
を
代
表
す
る
者
」
か
ら
教
育
委

員
会
が
委
嘱
し
ま
し
た
。
委
員
は
次
の
方
々
で
す
。

後
藤

治

氏
（
工
学
院
大
学

教
授
）

三
浦

卓
也

氏
（
マ
ヌ
都
市
建
築
研
究
所
）

後
藤

善
博

氏
（
市
文
化
財
審
議
会

会
長
）

清
雲

俊
元

氏
（
市
文
化
財
審
議
会

委
員
）

石
川

重
人

氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
山
梨
家
並
保
存
会

代
表
）

田
中

禎
彦

氏
（
県
学
術
文
化
財
課

課
長
）

雨
宮

英
司

氏
（
副
市
長
）

竹
内

茂
雄

氏
（
下
小
田
原
区

区
長
）

中
村

富
博

氏
（
上
条
組

組
長
）

中
村

一
仁

氏
（
上
条
組
）

丸
山

芳
續

氏
（
上
条
組
）

※
会
長
：
後
藤
治
氏
、
会
長
職
務
代
理
：
清
雲
氏

委
嘱
式
の
あ
と
、
会
議
に
移
り
ま
し
た
。
会
議
で
は
「
こ

れ
ま
で
の
経
緯
と
経
過
」
「
保
存
計
画
」
「
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
」
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
説
明
し
、
審
議
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

伝
建
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

会
議
の
中
で
い
く
つ
か
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
「
伝
建
地
区
に
選
定
さ
れ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
、
ま
と
め
た
も
の
を
作
成
す
る
と
い
う
話
が
あ
っ

た
が
、
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。
」
と
い
う
内
容
に
対
し
て
、

「
問
答
集
の
よ
う
な
も
の
を
作
成
し
始
め
た
が
、
想
定
さ
れ
る

事
例
が
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
中
断
し
て
い
る
。
」
と
回
答
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
回
答
に
関
し
、
後
藤
会
長
か
ら
「
保
存
計
画
が
決
ま
ら

な
い
と
、
個
別
の
家
に
ど
う
い
っ
た
規
制
が
生
じ
る
か
は
細
か

く
説
明
で
き
な
い
。
」
と
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

伝
建
選
定
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
地
区

に
お
住
ま
い
の
皆
様
方
が
最
も
気
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と

思
い
ま
す
。
な
の
で
、
一
般
的
に
い
わ
れ
て
い
る
メ
リ
ッ
ト
と

デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

甲
州
市
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

保
存
審
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

指定文化財

伝統的建造物

伝統的建造物の候補

すべての建造物

同意物件 非同意物件

伝統的建造物（特定物件） 伝統的建造物以外の建造物

・指定文化財（金井加里神社）

・同意をいただいた、後世に保存

していく物件（特定物件）

・伝統的建造物の要件を満たし

ているが、同意をいただけな

い物件

・伝統的建造物の要件を満たし

ていない物件

「伝統的建造物」と

「伝統的建造物以外の建造物」の区分



【
伝
統
的
建
造
物
の
メ
リ
ッ
ト
】

・
非
特
定
物
件
よ
り
も
補
助
金
が
優
遇
さ
れ
ま
す

・
災
害
等
で
被
害
が
生
じ
た
際
は
早
急
に
対
応
で
き
ま
す

【
伝
統
的
建
造
物
の
デ
メ
リ
ッ
ト
】

・
保
存
が
原
則
で
、
建
て
替
え
が
で
き
ま
せ
ん

・
修
理
は
、
保
存
計
画
で
定
め
る
「
修
理
基
準
」
に
合
わ
せ
、

建
造
物
の
特
性
を
い
か
し
た
復
元
的
修
理
を
す
る
か
、
現
状

を
維
持
す
る
た
め
の
修
理
と
な
り
ま
す

※
復
元
的
修
理
と
は
、
鉄
板
被
覆
の
屋
根
を
茅
葺
に
戻
す
、

外
部
に
接
し
て
い
る
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
を
木
製
建
具
に
変

え
る
な
ど
、
建
造
物
を
も
と
の
姿
に
戻
す
た
め
の
修
理
の

こ
と
で
、
必
要
に
応
じ
て
調
査
が
伴
い
ま
す
。

内
部
の
改
装
に
つ
い
て
は
自
由
で
す
。

伝
統
的
建
造
物
以
外
の
建
造
物
に
つ
い
て

特
定
物
件
で
は
な
い
建
築
物
、
伝
統
的
建
造
物
以
外
の
建
造

物
に
つ
い
て
は
、
保
存
計
画
に
定
め
る
「
修
景
基
準
」
に
合
わ

せ
て
修
景
す
る
と
、
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

修
景
と
は
、
「
伝
統
的
建
造
物
以
外
の
建
造
物
に
、
伝
統
的

建
造
物
の
特
徴
を
付
加
し
外
観
を
近
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
地

区
全
体
の
景
観
を
整
え
る
」
こ
と
で
、
特
定
物
件
で
は
な
い
す

べ
て
の
建
築
物
・
工
作
物
が
修
景
事
業
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
新
築
の
場
合
も
基
準
を
満
た
せ
ば
、
修
景
事
業
と
し
て

補
助
金
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

修
景
事
業
は
、
伝
統
的
建
造
物
を
対
象
と
し
た
修
理
事
業
と

比
較
す
る
と
、
復
元
を
伴
い
ま
せ
ん
の
で
軽
め
の
事
業
で
す

が
、
そ
の
分
補
助
率
も
修
理
事
業
よ
り
落
ち
ま
す
。

上
条
地
区
に
は
茅
葺
切
妻
造
民
家
だ
け
で
な
く
、
大
正
・
昭

和
に
建
築
・
改
築
さ
れ
た
桟
瓦
葺
の
養
蚕
民
家
や
附
属
屋
も
あ

り
ま
す
。
修
景
事
業
で
こ
れ
ら
の
色
彩
を
落
ち
着
い
た
も
の
に

統
一
す
る
だ
け
で
も
、
優
れ
た
風
景
に
変
化
し
ま
す
。

指定文化財

伝統的建造物

伝統的建造物の候補

すべての建造物

同意物件 非同意物件

伝統的建造物（特定物件） 伝統的建造物以外の建造物

各基準
修理基準

｢保存｣が原則（建て替え不可）
※内部の改装は自由

修景基準

｢周囲との調和｣が原則

許可基準

最低限守るべきこと

補助金
あり ※復元的修理のときに

（伝統的建造物以外の建造物
よりも優遇）

修景基準・・・あり

許可基準・・・なし

区分

「
伝
統
的
建
造
物
」
お
よ
び
「
伝
統
的
建
造
物
以
外
の
建
造
物
」
と
、

「
修
理
」
「
修
景
」
「
許
可
」
の
各
基
準
と
の
関
係
を
右
図
に
示
し
ま
し

た
。
同
意
を
い
た
だ
い
た
伝
統
的
建
造
物
に
は
修
理
基
準
が
適
応
さ
れ
、

保
存
の
た
め
の
復
元
的
修
理
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

い
っ
ぽ
う
伝
統
的
建
造
物
を
除
く
す
べ
て
の
建
築
物
に
つ
い
て
は
、

地
区
の
景
観
を
守
る
た
め
最
低
限
守
る
べ
き
事
項
の
許
可
基
準
と
、
統

一
景
観
に
誘
導
す
る
た
め
の
修
景
基
準
が
適
応
さ
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
も
優
遇
措
置
が
図
ら
れ
ま
す
。

固定資産税
の減免

建物・・・非課税

土地・・・別途条例を定めれば
減免が可能

建物・・・課税

土地・・・別途条例を定めれば

減免が可能
（伝統的建造物以外の建造物よりも優遇）

特
定
物
件
と
環
境
物
件

伝
統
的
建
造
物
の
定
義
は
、
条
例
で
「
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
内
に
お
け
る
伝
統
的

建
造
物
群
を
構
成
し
て
い
る
建
築
物
そ
の
他

の
工
作
物
を
い
う
。
」
と
あ
り
、「
そ
の
他
の
工

作
物
」
と
は
石
垣
や
石
段
、
石
造
物
な
ど
が
該

当
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
養
蚕
民
家
や
蚕
室
な
ど
の
附
属

屋
だ
け
で
は
な
く
、
上
条
地
区
の
特
徴
あ
る
石

垣
や
、
福
蔵
院
・
金
井
加
里
神
社
の
石
段
な
ど

も
、
合
わ
せ
て
保
存
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

「
伝
統
的
建
造
物
」
と
し
て
同
意
を
い
た
だ

き
保
存
し
て
い
く
建
築
物
や
石
垣
な
ど
の
工

作
物
を
「
特
定
物
件
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

「
環
境
物
件
」
は
、
「
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
内
に
お
け
る
伝
統
的
建
造
物
群
と
一

体
を
な
す
環
境
を
保
存
す
る
た
め
特
に
必
要

と
認
め
ら
れ
る
物
件
を
い
う
。
」
と
定
義
さ
れ

て
お
り
、
一
般
的
に
は
小
路
、
水
路
、
巨
木
、

社
叢
な
ど
を
指
し
ま
す
。
上
条
地
区
で
は
、
何

が
該
当
す
る
で
し
ょ
う
か
。

（
指
定
文
化
財
は
別
の
規
定
）


